
「義務教育学校」、「中学校併設型小学校・小学校併設型中学校」、「小学校・中学校」の相違点

1 本市の場合 従来の小・中学校

3
「一貫」と
「連携」の

比較

「小中連携教育」
・小・中学校が互いに情報交換、交流す
  ることを通じ、小学校教育から中学校
  教育への円滑な接続を目指す。
  （「系統的な教育」ではない）

4 校　長 小・中学校ごとに１人

5 組　織 小・中学校ごとに教職員組織

6 修業年限 小学校：６年 / 中学校：３年

7 条例改正 ―

8 備　考 ―

＜施設上の分類のイメージ図＞

小中一貫教育を実施しない
　（小中“連携”教育）

NO

学校種別 義務教育学校
中学校併設型小学校
・小学校併設型中学校

（小中一貫型小学校・中学校）
小学校・中学校

施設上の
分類 施設分離型 施設分離

土浦市立小・中学校

2 教育課程
小中一貫教育を実施する
　①小中一貫教科等の設定
　②前期課程（小学校）６年間と後期課程（中学校）３年間で指導内容の入替え・移行が可能

施設一体型
（条件によっては施設分離型，施設隣接型）

新治学園義務教育学校

必要 不要

・条例を改正し、「義務教育学校」とした場合、施設が
  一体か否かにかかわらず、校長は１人。
・小・中の校舎が、
　　全部又は一部が一体   　　　   →「施設一体型」
　　同一又は隣接敷地に設置　　　→「施設隣接型」
　　隣接しない異なる敷地に設置 →「施設分離型」

・小・中の校舎が、
　全部又は一部が一体の「施設一体型」や、
　同一又は隣接敷地にある「施設隣接型」もある。

「小中一貫教育」
　・前期課程（小学校）６年間と後期課程（中学校）３年間の、計９年間を通して系統的な教育を行う。
　・「小中一貫教育」は、これまでの“自助努力”とは違い、“制度”により担保されたもの。

１人 小・中学校ごとに１人

１つの教職員組織 小・中学校ごとに教職員組織

９年　（前期課程：６年/後期課程：３年） 小学校：６年　/　中学校：３年

A

Ａ学校及びＢ学校の学区

B A

Ａ学校の学区

B

Ｂ学校の学区

A

Ａ学校の学区

B

Ｂ学校の学区

施設隣接型施設一体型 施設分離型
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